


























” Formation et Enseignement aux Metiers de l ’Image et le Son”の略で
ある。正式名称は，「視聴覚教育と人材育成」の意である。










Des Hautes Etudes Cinematographiques）が創設された。ここから，フラン
ス映画の逸材が巣立つた。
イデック卒の学歴は，フランス映画界では「金箔付き J であり，一目置かれ










相（注 1 ）の主導のもと，新テレビ局「ラ・サンク」が開局， CNC へのテレビ局
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構想が出現した。 1998年 6 月 30日にカトリーヌ・トゥロットマン文化相は，巨
大スポーツ・センターのあるベルシー地区に新たなメゾン・デユ・シネマ（映





文化省は，経営難に陥ったこのセンターを 1999年 2 月に 1 億 5400 万フラン
（邦貨 30 億 8000 万円）で買い取り，メゾン・デユ・シネマへの転用を決定し
た。なお，旧アメリカ文化センターは，多面形の前衛的な建築物で 1994年に
2 億 6000 万フラン（邦貨 52 億円）を掛けて建設された。 1995年以降，財政難
のためこの文化センターは閉鎖され，それを文化省が購入した。この新開発地




ジット部門が入居する。それらの総面積は， 12000M 2 の規模を誇っている。
このメゾンの開館は 2002年の予定で，現在は内装工事中である。この為の予



















所蔵されるフィルムは，シネマテック分が 23000 本， CNC 分が 60000 本と
なり，相当数が一箇所にまとめられる。
映画図書館の方は， 10500 部の刊行物， 400 タイトルの定期刊行物， 14000



















パテは，この他に 1930 年から 35 年までに 60 本のトーキ一作品を製作。
又，ナチス占領下でも 16 本の作品を製作した。
















































受賞作には賞金が出る。第一位が 10 万フラン（邦貨 200 万円），二位は 7 万




















た。そして選考されたのは 13 本で 1 本のアニメを除き 総てフィクション

































































3 試写室 (170 名収容， Tx L ドルビー， 16 司 35 ミリ
映写設備）
(63 名収容， ドルビー， 16 -35 ミリ映写設備）
(20 名収容， 16 ” 35 ミリ映写設備）
撮影スタジオ
編集室 (16，スーパー 16, 35 ミリ）
日
45
カメラ (16，スーノ~－ 16 ミリ）
カメラ (35 ミリ，アリ・フレックス）





























受験生は，各部門毎に応募する。新学期は， 9 月より始まる。 98 年度は，
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750 人の応募者があり。 38 名が合格している。入学定員は，年により幾分増え
ている。それに， 2 年に一度のスクリプト学科の人員も加わる。
教育年限は，次のようになっている。
ー第 l 期 10ヶ月
ー第 2 期 17 ヶ月
ー第 3 期 12ヶ月 計 39ヶ月
第 1 期では，全員，同じ教科の履修が義務づけられている。基礎理論，映画
を見ての作品分析，そして，撮影実習が骨子となっている。撮影実習では，各

































































サン，複製絵画を用い 映画とビデオは除かれる。音は， 10 分以内のカセッ
トとなっている。
1998年度のテーマは， 1 ）習慣 2 ）ルーツ， 3 ）転落， 1999年度は， 1 ) 







































ま。 準備に 1 時間，撮影に 1 時間。
口頭試問
筆記試験と撮影の翌日，口頭試聞が行われる。そして，受験生は撮影フィル

































86年は女性 29 人に対し，男性 17 人， 1989年，女性 23 人に対し，男性 13 人，
1990年は，女性 21 人に対し男性 12 人と，女性が多かった。この傾向は 1995
年まで続き，その後は，男性がやや盛り返して，現在に到っている。この傾向

















































































































































予算は， 1995年の取材の時は 3500 万フラン（邦貨 70 億円）' 2000年取材時



















企業からは， KODAK, SONY, ARRIFLEX 等が名を連ねている。
この拠出額は， 1995年統計では，約 600 万フラン（邦貨 1 億 2 千万円）， 1999 

















経済的には，受験料（登録料）が600 フラン（邦貨 1 万 2 千円）と年間 365
フラン（邦貨 7300 円）と，学生の負担は皆無に近い。一寸古いが， 1995年統
































中川洋吉 (1995) r カンヌ映画祭 j 講談社
中川洋吉 (1999) r カルチェラタンの夢・フランス映画70年代 j ワイズ出版
清家彰敏 (1999) r パワーイノベーション j 新評論
” A propos de la Femis”( 1995) クリスティーヌ・ジユペ＝ルプロン
” La Femis, rapport general ” (1995, 1997, 2000) 
”Panaramique ? Journal de la Femis (No 1 ? No 5) (1997-1998) 
” Rapport de Cinefondation”(2000) 
-110 (344) -
